
施策評価シート（令和３年度　実績）

Ｒ1 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ1 Ｒ２ Ｒ３
1 7,478 7,445 6,983 良好・維持 良好・維持 良好・維持
2 5,063 3,963 3,690 適当・維持 適当・維持 適当・維持
3 15,052 15,278 160,783 良好・維持 良好・維持 良好・維持
4 7,264 3,037 3,511 適当・維持 適当・維持 適当・維持
5 3,429 3,272 3,267 適当・維持 適当・維持 適当・維持
6 986 4,588 684 適当・維持 適当・維持 適当・維持
7 54,586 56,895 62,956 適当・維持 適当・維持 適当・維持
8 7,582 8,123 8,809 適当・維持 適当・維持 適当・維持
9 152 1,079 237 適当・維持 適当・維持 適当・維持
10 5,315 4,939 5,701 適当・維持 適当・拡大 良好・拡大
11 19,821 19,442 22,156 適当・維持 適当・維持 適当・維持
12 4,193 4,245 4,237 適当・維持 適当・維持 適当・維持
13 4,020 3,790 4,602 適当・維持 適当・維持 適当・維持
14 3,312 2,818 4,282 適当・拡大 適当・拡大 適当・維持
15 3,619 4,465 3,951 適当・要改善 適当・要改善 適当・維持
16 6,840 7,222 7,307 適当・要改善 適当・要改善 適当・要改善
17 3,081 2,925 6,579 適当・維持 適当・維持 適当・維持
18 685 449 1,446 適当・維持 適当・維持 適当・維持
19 5,609 4,846 4,120 適当・維持 適当・維持 適当・要改善
20 305 157 339 適当・維持 適当・維持 適当・維持
21 207 235 50 適当・維持 適当・維持 適当・維持
22 2,291,536 2,359,004 2,440,692 適当・維持 適当・維持 適当・維持
23 23,408 23,648 24,514 適当・維持 適当・維持 適当・維持
24 10,150 6,495 8,788 適当・維持 適当・維持 適当・維持
25 5,226 4,129 4,295 適当・維持 適当・維持 適当・維持
26 1,264 967 612 適当・維持 適当・維持 適当・維持
27 4,965 6,936 5,540 適当・維持 適当・維持 適当・維持
28 773 527 513 適当・維持 適当・維持 適当・維持
29 18,152 13,545 13,299 適当・維持 良好・維持 良好・拡大
30 102,799 102,223 98,470 良好・維持 良好・維持 良好・維持
31 141 0 148 良好・維持 良好・維持 良好・維持
32 17,599 9,379 11,138 適当・要改善 適当・要改善 適当・要改善
33 19,245 18,452 21,464 適当・要改善 適当・要改善 適当・要改善
34 57,014 81,960 64,920 良好・維持 良好・維持 良好・維持
35 31,460 29,132 29,725 良好・拡大 良好・維持 良好・維持

介護保険運営事業
介護保険趣旨普及事業
在宅障がい者援護事業
障がい者医療費給付補助事業
障がい者緊急時対応経費
健康づくり・未病改善事業
健康診査事業
予防接種事業
特定健診等事業（国保）

介護保険運営協議会事業

⾼齢者祝⾦事業
⾼齢者団体育成経費
⾼齢者福祉施設等関係経費
介護予防普及啓発事業
地域介護予防活動支援事業
介護保険居宅サービス支援事業
⾼齢者緊急時対応経費
保険給付費事業　※審査支払⼿数料支払事業を除く
介護認定調査等事業
介護認定審査会運営事業
介護保険料賦課徴収事業

認知症総合支援事業

社会福祉関係事業（町社会福祉協議会)
在宅⾼齢者⽣活支援事業
⽼⼈措置事業
⾼齢者保健福祉計画、介護保険事業計画改訂事業（一般経費）

訪問・通所・⽣活支援サービス事業
介護予防ケアマネジメント事業
⾼齢介護予防サービス費相当支給事業
地域支援任意事業
地域包括支援センター運営事業
在宅医療・介護連携推進事業
⽣活支援体制整備事業

団体育成事業

まちづくりの方向性 ⽣活の質の向上と定住⼈口の確保
重点的方針 1-3 住み慣れた地域で誰もが安心して暮らし続けられる環境づくり

概要

　町⺠の誰もが⾝近な地域で安心し、ともに⽣きる社会の中で多様性を尊重しながら、⾃分らしくいきいきと暮らし続けられ
る地域社会の充実を図ります。
　その中で、⾼齢者や障がい者等、誰もが健やかに地域で⾃⽴した⽣活が送れるよう、町⺠による健康づくりや未病に対す
る取り組みが活発化するよう支援していくとともに、誰もが地域の中で居場所を持ち、地域の⼈々との関わりの中で、支え、
支えられながら⽣活できる環境づくりを進めます。
　また、支援が必要になっても、いつまでも住み慣れた地域で最後まで⾃分らしく暮らすために、町⺠や地域、⺠間事業者
等と町が連携しながら「地域包括ケアシステム」の推進を図ります。

No. 関連する予算等事業名 トータルコスト（千円） 庁内評価（２次評価）

⺠⽣委員児童委員経費

1



36 25,770 26,467 25,852 良好・拡大 良好・維持 良好・維持
37 869 559 543 良好・維持 良好・維持 良好・維持
38 6,631 6,834 17,106 良好・維持 良好・維持 良好・維持
39 1,257 345 1,239 良好・維持 適当・維持 適当・維持
40 13,115 7,774 15,965 良好・維持 適当・維持 適当・維持
41 10,065 2,122 6,844 良好・維持 適当・維持 適当・維持
42 5,938 4,139 7,110 良好・維持 適当・維持 適当・維持
43 5,836 1,007 5,456 良好・維持 適当・維持 適当・維持
44 14,057 13,797 14,044 良好・維持 良好・維持 良好・維持
45 3,460 8,951 4,708 適当・維持 適当・維持 良好・維持

2,829,329 2,887,605 3,138,675

⾼い 低い

5 4 3 2 1

□ ■ □ □ □

□ ■ □ □ □

□ ■ □ □ □

■ □ □ □ □

※　町の最終方針　「継続推進」「一部改善」「抜本的⾒直し」

町の最終方針（今後の方向性）

継続推進

・認知症予防や認知症への理解を進めるため、引き続き町⺠をはじめ中学⽣等にも養成講座を⾏う。
・がん検診の受診率向上のため、広報やホームぺージなどはたらきかけを強化し、町⺠の受診意識を⾼めるこ
とができるよう努める。
・⾼齢者団体における会員数の減少が進む中、「⼈⽣100年時代」に向けて、今後の団体のあり方について
引き続き検討していく。
・新型コロナウイルス感染症の影響が続く中でも、⾼齢者のフレイル予防などの観点から、安全を確保した形
で通いの場などを開催する方策を検討する。

時代即応性

※1次評価　「Ａ︓⼗分な成果があった」「Ｂ︓一定の成果があった」「Ｃ︓あまり成果がなかった」「Ｄ︓成果が得られなかった」

総合評価（評価・理由等）

Ｂ︓一定の成果があった
　認知症サポーター養成講座を中学⽣や役場職員等にも拡大実施し認知症への理解を進めた。また、地
域の通いの場は新型コロナウイルス感染症により活動の中止、制限等の影響を受けた。⾼齢化が進む中で
⾒守りや支援について更に検討が必要である。

妥当性

有効性

効率性

分析の視点

国⺠健康保険趣旨普及事業
国⺠健康保険運営事務事業
国⺠健康保険税賦課徴収事業
後期⾼齢者医療保険運営事業
後期⾼齢者医療保険料徴収事業
救急医療事業
保健衛⽣管理経費

合計

成果（○）
課題等（●）

〇認知症への理解を進めるためサポーター養成講座を中学⽣や役場職員等に拡大し実施した。
●独居や⾼齢者世帯の増加に伴い⾒守り体制の強化が必要である。
●がん検診の受診率が低いため、受診率向上に向けた取り組みが必要である。
●社会情勢に合った支援制度や⾼齢者団体の在り方について検討が必要である。

分析

保健センター管理運営経費

健康診査事業（後期）
⾃殺予防推進事業
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